
 

平成１５年度予算要求通知の概要 

 

平成 14年 10月 18日 

総 務 部 財 政 課 

（２２３－２０７６） 

 

１ 基本的な考え方 

○ 「千葉主権の確立」に向けた変革と創造の取組を進めるため、「ちば２００３

年アクションプラン」を中心に予算を重点的に配分 

○ 「（仮称）行財政システム改革行動計画」及び「（仮称）財政再建プラン」に沿

って財政構造改革を一層推進 

 

２ 主な特徴 

 

（１）スプリングレビューの見直し結果を踏まえた予算要求 

   予算要求に当たっては、従来の性質別シーリング方式を改め、スプリングレビ

ューの趣旨及び見直し結果を踏まえた要求を行う。 

 

（２）事業の選択の基準 

事業の選択に当たっては、アクションプランに掲げられた事業を優先する。 

また、県では市町村合併を支援していることから、合併重点支援地域における

事業の実施等については、特段の配慮を行う。 

 

（３）部局横断的な取組等の推進 

県民の視点に立って各事業をとらえなおし、部局を超えた事業を展開に努める。 

また、「（仮称）ＮＰＯ活動推進指針」に沿って、ＮＰＯ等の民間団体との連

携にも配慮する。 

 

（４）優先順位を十分検討した上での予算要求 
各部局においては、部局内の事業の優先順位を十分検討した上で要求する。 

また、予算査定においては、各部局における事業の優先順位（又は劣後順位）

をもとに、事業の絞り込みを行う。 
 



 
（５）公共事業における分野別要求枠の設定 
農林水産業・土木に関する公共事業については、社会経済情勢の変化や県民の

利便性の向上、安全性の確保等を踏まえて、分野ごとに異なる要求枠（別表）を

設け、メリハリをつける。 

 
 
３ 特別会計について 

  一般会計に準じて編成。特に、企業会計については、経営の合理化を推進し、計

画的、効率的な運営に配慮し編成する。  

 

４ 要求書の提出期限  平成１４年１０月２５日（金） 

 

 

（別表） 

 平成１４年度当初予算額に下記の率を乗ずる。 

乗 ず る 率 
区  分 

補 助 単 独 

土 地 改 良 ０．８９ ０．８０

農 業 ０．９２

林 道 ・ 林 業 ０．９２ ０．８２５

漁 港 ０．８９ ０．８０

水 産 業 ０．９２

道 路 ・ 橋 り ょ う ０．９５ ０．８５

河 川 海 岸 砂 防 ０．９２ ０．８２５

港 湾 ０．８９ ０．８０

都市計画（公園を除く） ０．９５ ０．８５

都 市 計 画 （ 公 園 ） ０．８９ ０．８０

住 宅 ０．９２ ０．８２５

そ の 他 ０．９５

 


